
ドアクローザーの解析（機構学：担当 横小路） 

 

図１．θを一定速度で変化させた時の，φの角度変化 

 

[ポイント] ドアを一定速度で締めていった場合，クローザーの角度φは，前半はほぼ一定減少し，後半

には急激に減少している． 

 

 

図２．θを一定速度で変化させた時の，φの角度変化の様子 



 

図３．φの別解 

 

[ポイント] φには別解がある．ちょうどクローザーのリンクを折り返した場合に対応． 

 

 

図４．θを一定に変化させた時の，θの速度からφの速度への拡大係数 

 

[ポイント]φの変化率が後半で急速に増加していることが，このグラフからも分かる．θ，φともに時間

と共に減少するので拡大係数は正の値となる．図１のφのグラフの傾きの絶対値に相当． 



 

図５．θを一定に変化させた時の，φの速度からθの速度への拡大係数 

（図４のグラフの値の逆数） 

 

[ポイント] 図４の逆数を計算することで，後半でφの速度からθの速度への係数が急速に減少している

ことが分かる．但し，このグラフではθの変化率を一定とした場合なので，このグラフでドアが後半ゆ

っくり閉まることを直接説明しているわけではない．（実際のドアはθの速度一定では閉まらない）  

 

図６．φを一定速度で変化させた時の，θの角度変化 

 

[ポイント]  φを一定で変化させた時に図１で対応するθをプロットしなおしたもの．ドアクローザー

の角度が一定速度で減少するとした場合，ドアは前半ほぼ一定の速度で閉まり，中間で速度が減少し，

後半にはゆっくりと閉まるようにθが変化している．  

 



 

図７．φを一定速度で変化させた時の，θの角度変化 

 

[ポイント] ドアクローザーの角度φが一定速度で変化するとした場合，ドアの角度θは，前半はほぼ一

定減少し，後半には急速に減少している． 

 

 

図８．φを一定で変化させた時の，φの速度からθの速度への拡大係数 

 

[ポイント] このグラフから，φの速度の条件のもとで，θの速度が中間地点で急速に減少し，後半には

ゆっくりとした速度になっていることが分かる．実際に，クローザーの根元の角度φがほぼ一定速度で

変化しているのであれば，このグラフでドアが後半ゆっくり閉まることを説明できている．図６のθの

グラフの微分の絶対値に相当． 


